
一
、
序

近
代
日
蓮
主
湊
の
指
導
者
本
多
日
生
師
（
以
下
「
師
’
一
と
称
す
）

は
、
慶
応
三
年
（
畠
Ｓ
）
三
月
十
三
日
、
描
州
姫
路
に
生
ま
れ
、
昭

和
六
年
（
乞
冒
）
三
月
十
六
日
、
六
十
五
歳
を
以
て
自
坊
品
川
妙
国

寺
に
寂
し
た
。

さ
て
、
帥
は
、
顕
本
法
華
ボ
（
日
什
門
流
）
の
僧
で
あ
り
、
私
見

に
よ
れ
ば
、
師
の
教
学
は
、
什
門
近
世
の
学
匠
日
受
（
冨
掲
ｌ
弓
認
）

の
教
学
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
一
昨
年
の
発
表
と
亜
複
す
る

が
）
、
こ
こ
に
、
師
の
教
学
的
系
譜
を
示
せ
ば
、

什
門
日
受
の
教
学
は
、
永
昌
院
日
鑑
（
畠
９
１
届
＄
）
に
よ
っ
て

祖
述
さ
れ
、
日
鑑
は
児
玉
日
容
（
畠
９
１
畠
ｇ
）
に
教
学
を
伝
授
、

Ｈ
存
は
さ
ら
に
生
師
に
教
学
を
伝
授
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
帥
は
、

本
多
教
学
の
研
究

ｌ
近
代
日
蓮
主
義
教
学
研
究
序
説
Ｉ

村
瀬
章
遠

児
玉
日
容
に
師
事
し
て
教
学
を
研
鍛
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
教
学

は
、
日
容
、
日
鑑
を
超
え
て
、
什
門
教
学
の
大
成
者
日
受
の
教
学
を

祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
近
世
日
受
教
学

で
は
先
ず
、
師
の
学
祖
日
受
と
は
如
何
な
る
人
で
あ
り
、
そ
の
教

学
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

日
受
は
、
合
掌
阿
闇
梨
と
称
し
、
江
戸
の
人
、
壮
に
し
て
出
家
し

み
や
さ
く

下
総
宮
谷
檀
林
に
学
び
、
元
文
五
年
（
弓
き
）
、
同
檀
林
第
五
十
九

世
の
化
主
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
寛
保
二
年
（
弓
怠
）
、
京
都
妙
満

寺
第
九
十
二
世
の
法
灯
を
継
い
だ
が
、
後
、
品
川
本
光
寺
に
閑
居

し
、
安
永
五
年
。
弓
ｅ
七
月
、
八
十
五
歳
を
以
て
寂
し
た
。

日
受
は
、
本
迩
自
鏡
細
、
如
実
事
観
妹
呼
を
薪
わ
し
て
、
ひ
た
す

ら
自
門
教
学
の
確
立
に
努
め
た
。

も
と
も
と
、
什
門
の
教
学
は
、
致
劣
両
派
に
対
し
い
わ
ゆ
る
折
衷

的
立
場
に
あ
っ
た
が
、
そ
の
為
、
か
え
っ
て
致
劣
両
派
か
ら
容
れ
ら

れ
ず
、
諸
門
流
よ
り
異
端
視
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
お
い

て
、
諸
門
流
に
対
し
て
什
門
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
、
近
代
什
門
教

学
の
基
盤
を
確
立
し
た
の
が
、
日
受
の
教
学
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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そ
の
教
学
は
、
明
和
七
年
（
弓
ご
）
十
一
月
、
日
受
七
十
九
歳
著
作

の
如
実
事
観
録
の
序
に
完
成
し
て
い
る
。

日
受
は
、
派
祖
日
什
の
開
目
妙
感
得
説
に
基
づ
き
、
従
来
一
般
の

観
心
本
尊
妙
中
心
説
に
対
し
て
、
開
目
妙
基
準
説
を
確
立
し
、
こ
れ

に
依
っ
て
応
身
為
体
の
仏
身
諭
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
応
身
為

体
論
は
、
従
来
の
報
中
論
三
身
説
に
対
す
る
も
の
で
、
日
受
に
よ
っ

て
寿
通
顕
本
正
在
応
身
説
が
間
明
さ
れ
て
よ
り
、
什
門
の
仏
身
観
は

師
の
説
を
継
承
し
て
異
論
が
な
い
。
什
門
教
学
の
特
色
た
る
応
身
顕

本
論
は
、
全
く
日
受
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。

即
ち
、
事
観
録
に
「
寿
麓
の
顕
本
は
正
し
く
応
身
に
在
り
、
当
に

知
る
べ
し
、
倶
体
倶
用
は
、
直
ち
に
理
性
の
三
身
を
指
す
に
非
ず

（
中
略
）
所
謂
倶
体
は
即
ち
体
用
不
二
の
倶
体
、
倶
用
は
即
ち
体
用

不
二
の
倶
用
也
乃
至
故
に
知
ん
ぬ
、
無
始
無
終
の
仏
界
は
、
倶
だ
事

理
一
体
の
応
身
の
事
物
を
用
い
て
、
以
て
仏
界
の
体
と
為
す
。
故
に

応
身
の
外
に
仏
界
な
し
。
而
る
に
徳
の
辺
に
約
し
て
三
身
と
名
づ
く

る
の
み
な
り
。
故
に
実
に
尅
し
て
体
を
弁
ぜ
ば
、
但
だ
－
体
の
事
物

の
応
身
な
り
。
故
に
知
ん
ぬ
又
倶
体
倶
用
は
、
並
に
是
れ
事
仏
也
」

と
、
事
理
一
体
倶
体
倶
用
三
身
即
一
の
応
身
を
も
っ
て
本
仏
の
体
と

な
す
。
ゆ
え
に
応
身
の
他
に
仏
界
な
し
、
応
身
一
仏
の
三
徳
に
約
し

て
三
身
と
名
づ
く
云
々
と
応
身
為
正
の
仏
身
諭
を
説
い
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
て
日
受
は
、
自
鏡
編
に
「
我
等
修
顕
得
体
す
る
時
は
必

ず
釈
尊
同
体
の
本
覚
と
な
る
べ
し
。
釈
尊
も
又
修
顕
得
体
の
時
は
必

ず
先
仏
同
体
の
本
覚
と
な
る
べ
し
、
其
の
先
仏
も
又
復
斯
の
如
く
、

前
に
古
仏
相
続
し
て
本
と
絶
ゆ
る
こ
と
無
し
」
と
、
古
仏
相
続
の
無

始
事
常
住
論
を
も
っ
て
本
仏
の
無
始
無
終
を
説
明
し
「
始
成
釈
尊
の

当
体
を
以
っ
て
無
始
以
来
の
古
仏
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
近
代
本
多
教
学

で
は
次
に
、
生
師
の
教
学
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

師
の
教
学
は
、
本
仏
論
中
心
の
教
学
で
、
そ
の
著
法
華
経
講
義
上

巻
題
言
に
「
仏
教
の
興
起
は
、
吾
人
を
救
わ
ん
と
す
る
仏
陀
の
慈
悲

よ
り
来
れ
る
も
の
で
、
（
中
略
）
一
代
仏
教
は
此
の
因
人
と
、
果
仏

の
関
係
に
就
て
深
遠
巧
妙
の
議
論
を
煥
発
し
た
る
も
の
で
あ
る
。
更

に
こ
の
二
法
に
教
行
理
の
三
法
を
加
う
れ
ば
五
個
の
問
題
と
な
る
。

こ
の
五
個
の
問
題
に
就
て
、
第
一
に
誰
究
す
べ
き
は
仏
身
観
で
あ

る
。
（
中
略
）
更
に
今
番
出
世
の
釈
尊
に
約
せ
る
所
論
を
、
寿
量
品

の
教
義
に
照
ら
し
、
之
を
開
顕
し
て
無
始
実
在
の
本
仏
の
上
に
説
明
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せ
ば
、
一
層
明
白
で
あ
る
」
・
と
、
仏
身
観
を
基
点
と
な
す
仏
教
観

を
論
じ
、
こ
こ
に
於
て
、
無
始
実
在
の
本
仏
「
三
輪
の
妙
化
」
を
説

述
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
三
輪
と
云
う
の
は
、
仏
の
力
用
を
輪
宝
に

響
へ
た
の
で
、
輪
宝
は
邪
を
推
い
て
正
を
顕
す
力
で
、
転
輪
聖
王
の

正
義
の
戦
の
前
に
走
っ
て
行
く
所
の
輪
宝
の
そ
の
力
用
の
如
く
に
、

仏
の
御
意
と
御
身
と
御
口
と
の
こ
の
三
つ
の
力
用
を
、
身
口
意
三
輪

と
申
す
の
で
あ
る
。
」
と
、
三
輪
に
つ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
、
．

切
の
人
間
の
力
用
で
も
、
や
は
り
、
意
と
口
と
身
に
分
け
る
の
で
あ

る
。
（
中
略
）
そ
れ
故
に
仏
様
の
力
用
を
云
う
に
も
、
や
は
り
そ
の

仏
の
意
が
ど
う
働
き
、
身
は
ど
う
働
き
、
口
は
ど
う
は
た
ら
く
と
云

う
、
こ
の
三
つ
で
考
え
る
の
で
あ
る
。
何
と
も
申
し
様
の
無
い
尊
い

意
味
に
は
た
ら
い
て
、
吾
々
を
救
っ
て
下
さ
れ
る
仏
の
力
用
を
三
輪

の
妙
化
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
と
、
三
輪
の
妙
化
に
つ
い
て
述
べ
、

し
か
し
て
、
こ
れ
を
ま
と
め
れ
ば
無
始
実
在
の
本
仏
一
つ
に
な
る
と

い
う
の
が
、
師
の
無
始
実
在
の
本
仏
身
口
意
三
輪
常
住
の
妙
化
説
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
師
は
、
本
仏
の
本
体
と
力
用
の
関
係
を
、
体
用

不
二
と
し
て
身
口
意
の
三
業
に
約
し
、
法
界
全
体
を
一
大
人
格
者
で

あ
る
と
説
き
、
法
界
の
衆
生
は
、
皆
悉
く
こ
の
本
仏
の
常
住
不
断
の

活
動
の
中
に
、
化
育
さ
れ
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の

始
め
無
き
実
在
の
本
仏
身
口
意
三
輪
常
住
の
妙
化
説
は
、
什
門
教
学

史
上
、
生
師
独
特
の
説
述
で
あ
る
。

な
お
、
私
見
に
よ
っ
て
、
日
受
教
学
と
生
師
の
教
学
を
対
照
、
比

較
す
る
と
、
日
受
の
応
身
顕
本
論
は
、
相
続
に
よ
っ
て
本
仏
の
無
始

無
終
を
説
く
も
、
古
仏
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
塵
点
の
始
め
と
化
導
の
終

り
を
認
め
て
お
り
、
故
に
本
仏
そ
の
も
の
の
無
始
常
住
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
き
ら
い
が
あ
る
。
こ
こ
が
日
受
教
学
の
欠
点
で
あ
る
と
い

え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
日
受
の
教
学
は
、
仏
身
の
常
住
と
い
う
頂
点

に
向
っ
て
教
学
を
立
て
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
仏

身
の
常
住
を
出
発
点
と
し
、
肢
初
か
ら
い
き
な
り
本
仏
の
無
始
実
在

を
明
か
し
、
本
仏
の
体
用
の
上
に
、
一
切
の
教
義
を
判
断
、
解
釈
し

て
い
る
の
が
生
師
の
教
学
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
又
、
生
師
の

教
学
に
も
欠
点
が
な
い
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
機
会

に
ゆ
ず
る
。

次
に
、
師
が
積
極
的
に
唱
導
し
た
「
日
蓮
主
義
」
と
は
い
か
な
る

主
義
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
師
は
、
日
巡
主
義
精
要
の
序
に

「
日
蓮
主
義
は
開
顕
主
義
な
り
、
統
一
主
義
な
り
」
と
述
べ
、
近
代
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宗
教
界
に
在
っ
て
、
諸
宗
教
を
開
顕
統
一
す
べ
く
、
常
に
前
述
の
本

仏
を
光
顕
し
、
同
本
仏
を
統
一
的
本
仏
と
し
て
説
い
て
い
る
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
こ
の
一
大
本
仏
の
体
用
中
に
諸
宗
教
を
統
一
し
、
帰

結
す
る
と
い
う
の
が
、
師
の
日
蓮
主
義
観
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

師
の
日
並
主
義
教
学
と
は
、
絶
対
的
統
一
神
教
学
で
あ
る
と
い
え

る
。
即
ち
「
宇
宙
の
絶
対
に
於
て
、
そ
の
本
体
に
帰
れ
ば
一
つ
で
あ

る
が
、
は
た
ら
き
に
就
て
言
え
ば
、
沢
山
に
わ
か
れ
て
現
れ
て
来
る

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
彼
の
天
川
と
水
月
と
の
讐
の
《
」
と
く
、
天
月
に

か
え
れ
ば
一
つ
で
あ
る
。
水
月
の
影
を
万
水
に
や
ど
す
所
か
ら
見
れ

ば
千
万
無
碓
で
あ
る
。
体
川
の
関
係
を
本
体
と
活
動
の
関
係
に
於
て

体
用
不
二
と
し
て
、
そ
の
天
の
月
と
、
水
に
映
る
月
の
全
体
を
併
せ

て
一
個
の
大
人
格
者
と
し
て
拝
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
の

思
想
は
汎
神
の
真
理
に
も
合
し
、
旅
教
の
絶
対
唯
一
の
情
操
に
も
適

う
こ
と
故
に
、
真
理
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
宗
教
の
情
操
か
ら
も
避
認

せ
ら
る
る
も
の
で
、
世
界
の
宗
教
は
最
後
に
こ
の
統
一
神
の
思
想
に

帰
蒲
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に

つ
い
て
ふ
れ
「
唯
一
神
教
た
る
基
督
教
は
基
礎
に
於
て
汎
神
の
真
理

か
ら
破
ら
れ
、
建
設
に
於
て
統
一
神
の
思
想
か
ら
破
ら
れ
て
、
彼
等

は
終
に
落
城
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
唯
一
神
教
た
る
キ
リ
ス
ト
教

は
、
人
間
は
み
な
神
仏
に
成
れ
る
と
い
う
汎
神
思
想
に
破
ら
れ
、
最

後
に
統
一
神
の
思
想
に
破
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
私
見
に
よ
れ

ば
、
こ
の
宗
教
学
的
統
一
神
思
想
が
、
師
独
自
の
教
学
的
立
場
で
あ

る
と
い
え
る
。
し
か
し
て
、
師
一
代
の
日
蓮
主
義
活
動
は
、
こ
の
統

一
神
教
学
に
立
脚
し
た
開
顕
統
一
主
義
の
発
動
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

四
、
紬

以
上
の
論
述
を
要
す
る
に
、
師
は
、
近
代
宗
教
界
に
在
っ
て
、
特

に
キ
リ
ス
ト
教
を
無
始
実
在
の
本
仏
に
統
融
す
べ
く
、
宗
教
学
的
立

場
か
ら
、
氷
教
学
的
範
礁
を
用
い
、
宗
教
学
的
統
一
神
思
想
を
、
自

己
の
教
学
的
基
盤
と
し
て
こ
れ
に
立
脚
し
、
近
世
日
受
の
い
わ
ゆ
る

門
流
教
学
を
継
承
、
力
説
し
た
と
い
え
よ
う
。

紙
数
の
関
係
上
、
「
註
」
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
名
古
屋
大
光
寺
副
住
職
）
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